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 IT 食 農 だ よ り 

Ｕ
Ｖ-

Ｂ
に
よ
る
ダ
ニ
、
う
ど
ん
こ
病
の
防
除
等

を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

経
営
主
の
方
に
、
①
経
営
体
の
概
要
（
歴

史
、
従
業
員
数
、
工
場(

栽
培
）
面
積
な
ど
）
、

②
経
営
理
念
、
③
経
営
状
況
、
④
将
来
へ
の
展

望
等
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
栽
培
、

出
荷
現
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
、
リ
モ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
受

講
生
の
方
達
か
ら
は
、
熱
の
こ
も
っ
た
質
問
が

積
極
的
に
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
、
経
営

主
の
方
達
か
ら
は
、
丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
大
変
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。 

（
文
責
：
山
内
高
弘
） 

先
進
事
例
の
視
察
研
修
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
中
継
で
行
い
ま
し
た
！ 

 

秋
以
降
開
講
予
定
の
社
会
人
向
け
実
践
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
第
11
期
生
、
「

IT
食
農
先
導
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
最
先
端

土
地
利
用
型
IT

農
業
コ
ー
ス
）
」
第
７
期

 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

10
期
生
８
名
及
び
IT
食
農
先
導
士
（
土
地
利
用

型
）
６
期
生
２
名
の
先
端
施
設
研
修
・
先
端
IT
農

業
研
修
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
止
ま
り
す

る
中
で
断
念
し
、
代
わ
り
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
リ
モ
ー
ト
中
継
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

視
察
は
、
４
月
16
日
（
土
）
に
実
施
し
、
午
前
は

田
原
市
に
あ
る(

株)

安
田
商
店
：
安
田
幸
雄
氏

（
６
次
産
業
化
１
期
生
、
植
マ
ネ
５
期
生
）
の
ベ

ビ
ー
リ
ー
フ
栽
培
、
（
株
）
Ｇ
・
フ
ァ
ー
ム 

養
豚

排
泄
物
に
よ
る
メ
タ
ン
発
電
と
そ
の
冷
却
温
水
（

70

℃
の
温
湯
）
を
利
用
し
た
熱
帯
果
樹
栽
培
ほ

場
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
は
、
豊
橋
市

賀
茂
町
の
水
谷
農
園
：
水
谷
一
江
氏
（
植
マ
ネ
４

期
生
）
の
イ
チ
ゴ
栽
培
ほ
場
で
、
移
動
ベ
ン
チ
、

生
、
「
実
践
的
キ
ク
栽
培
論
、
実
践
的
ト
マ
ト

栽
培
論
」
第
２
期
生
を
募
集
し
ま
す
。 

 

植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
IT
食
農
先
導

士
で
は
、
教
室
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
や
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
工
学
的
知
識
や
基
礎
農
学
等
を

習
得
し
な
が
ら
、
現
地
視
察
研
修
、
課
題
解
決

技
術
科
学
研
究
に
取
り
組
み
、
食
農
産
業
を
活

性
化
、
地
域
再
生
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま

す
。 

ま
た
、
実
践
的
キ
ク
、
ト
マ
ト
栽
培
論
で
は
、

篤
農
家
の
栽
培
技
術
を
分
析
、
評
価
、
体
系
化

し
た
実
践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
中

心
に
履
修
、
キ
ク
ま
た
は
ト
マ
ト
の
栽
培
、
経

営
に
お
い
て
意
思
決
定
の
で
き
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。 

 

募
集
概
要
は
以
下
の
通
り
。
「
植
物
工
場
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
IT
食
農
先
導
士
」
①
募
集
人

数
：
植
物
工
場
マ
ネ
10
名
、
IT
食
農
５
名
、

②
募
集
期
間
：
７
月
４
日
（
月
）
～
８
月
19

日
（
金
）
必
着
、
③
受
講
期
間
：
２
０
２
２
年

12

月
３
日
～
２
０
２
４
年
３
月
（
約
１
年

４
ヶ
月
）
、
④
受
講
料
：
15
万
円
（
割
引
制

度
あ
り
）
。 

 

「
実
践
的
キ
ク
、
ト
マ
ト
栽
培
論
」
①
募
集

人
数
：
計
５
名
（
コ
ー
ス
選
択
制
）
、
②
募
集

期

間
：
７

月

４

日
（
月
）
～

８

月

19

日

（
金
）
必
着
、
③
受
講
期
間
：
２
０
２
２
年

10

月
３
日
～
２
０
２
３
年
３
月
（
約
５
ヶ

月
）
、
④
受
講
料
：
４
万
円
（
割
引
制
度
あ

り
）
。 

 

意
欲
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
大
学
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。 

 

詳
し
く
は
、
先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
e

b
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い 

。 
http://www.recab.tut.ac.jp 

（
文
責
：
前
田
紀
子
）  

社
会
人
向
け
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（３
講
座
）受
講
生
募
集 

Ｇファーム メタン発電施設  

安田商店 ベビーリーフ栽培状況  



 

学

名
：C

itru
llu

s 
la

n
a
tu

s 
(T

h
u

n
b
.) 

M
atsu

m
. &

 N
ak

ai 

英   

名
：W

aterm
elo

n
 

 

ス
イ
カ
は
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
地

帯
や
砂
漠
地
帯
を
原
産
と
す
る
ウ
リ
科
の

つ
る
性
一
年
草
で
す
。
ス
イ
カ
に
は
い
ろ

い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
多
く
の
種
苗
会

社
か
ら
様
々
な
品
種
が
開
発
さ
れ
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
球
の
大
き
さ
（
大
玉
、
小

玉
）
、
形
（
球
形
、
楕
円
形
）
や
果
肉
の

色
（
赤
肉
種
、
黄
肉
種
）
に
よ
っ
て
タ
イ

プ
別
に
わ
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
を

組
み
合
わ
せ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
大
学

が
あ
る
天
伯
に
は
「
天
伯
す
い
か
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
ス
イ
カ
が
あ
り
、
味
に
は
定

評
が
あ
り
ま
す
。 

 

栄
養
的
に
は
、
果
肉
の
約
95
％
が
水
分

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
６
～
８
％
が
糖
分

け
ず
、
鮮
や
か
な
色
の
花
を
春
か
ら
晩

秋
ま
で
長
く
咲
か
せ
、
病
害
虫
に
も
強

く
育
て
や
す
い
こ
と
か
ら
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
初
心
者
の
方
に
お
す
す
め
の
手
間
い

ら
ず
な
お
花
で
す
。 

 

ラ
ン
タ
ナ
は
種
や
苗
か
ら
育
て
ら
れ

る
の
で
、
鉢
植
え
や
庭
植
え
な
ど
さ
ま

ざ
ま
に
楽
し
め
ま
す
。
も
と
も
と
丈
夫

な
植
物
な
の
で
、
よ
く
日
光
を
当
て
て

い
れ
ば
環
境
を
選
ば
ず
元
気
に
育
ち
ま

す
。
最
初
は
日
陰
に
置
い
て
水
切
れ
し

な
い
よ
う
に
管
理
し
て
お
け
ば
、
２
週

間
ほ
ど
す
れ
ば
発
芽
し
ま
す
。
あ
る
程

度
苗
が
育
っ
た
ら
鉢
で
管
理
し
て
冬
越

し
さ
せ
、
翌
年
の
４
月
以
降
に
鉢
か
庭

に
定
植
し
ま
す
。
ま
た
、
挿
し
木
で
も

簡
単
に
増
や
せ
ま
す
。
５
～
９
月
頃
に

行
う
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

土
の
表
面
が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
と

水
を
与
え
ま
す
。
水
切
れ
に
な
る
と
葉

が
す
ぐ
に
し
お
れ
た
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
あ
る
程
度
乾
燥
に
も
耐
え
ま
す
。

冬
は
寒
さ
で
成
長
し
な
い
の
で
乾
か
し

気
味
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
水
を
吸
わ
な

い
の
に
水
を
や
り
過
ぎ
る
と
過
湿
に

な
っ
て
根
が
傷
み
ま
す
。
地
植
え
は
一

旬
の
食
べ
物 

ス
イ
カ 

 

ラ
ン
タ
ナ
（
学
名
：L

a
n

ta
n

a
 

ca
m

a
ra

 

L
.

）
は
、
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
の
常
緑
低
木
。

ラ
ン
タ
ナ
と
は
、
熱
帯
ア
メ
リ
カ
が
原
産

の
植
物
で
す
。
約
１
５
０
種
が
熱
帯
地
域

に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
原
種
の
ひ
と

つ
で
あ
る
ラ
ン
タ
ナ
・
カ
マ
ラ
は
１
m
ほ

ど
の
低
木
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
コ
バ
ノ
ラ

ン
タ
ナ
は
地
面
を
は
う
よ
う
に
枝
を
広
げ

る
ほ
ふ
く
性
の
植
物
で
す
。
こ
の
花
は
、

別
名
「
七
変
化
（
シ
チ
ヘ
ン
ゲ
）
」
と
も

呼
ば
れ
、
徐
々
に
花
色
が
変
わ
る
こ
と
に

由
来
し
て
い
ま
す
。
真
夏
の
暑
さ
に
も
負

で
、
そ
の
内
訳
は
ブ
ド
ウ
糖
、
果
糖
、

シ
ョ
糖
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
（
カ
ロ
テ

ン
）
や
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
の
他
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
リ
ン
、
鉄
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
類
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や
ア
ル
ギ
ニ

ン
な
ど
、
多
く
の
成
分
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
ん
で
い
ま
す
。
果
糖
や
ブ
ド
ウ
糖
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
の

で
、 

夏
の
暑
さ
で
疲
れ
た
体
を
癒
す
に
は

冷
た
い
ス
イ
カ
を
食
べ
る
と
即
効
性
が
あ

り
ま
す
。
水
分
も
多
く
、
水
分
補
給
に
も

適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
イ
カ
に
多
く

含
ま
れ
る
シ
ト
ル
リ
ン
に
は
、
血
流
を
改

善
す
る
効
果
が
あ
る
の
で
、
ス
イ
カ
を
食

べ
る
と
手
足
の
む
く
み
や
冷
え
性
の
改
善

が
期
待
で
き
ま
す
。
シ
ト
ル
リ
ン
は
、
ほ

か
の
果
実
に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な
い
成

分
で
す
。 

 

ス
イ
カ
は
毎
年
５
月
中
旬
頃
か
ら
小
玉

ス
イ
カ
の
収
穫
が
各
地
で
始
ま
り
、
続
い

て
ハ
ウ
ス
栽
培
の
大
玉
ス
イ
カ
が
収
穫
さ

れ
出
荷
さ
れ
始
め
ま
す
。
露
地
栽
培
の
ス

イ
カ
も
出
始
め
、
出
荷
の
ピ
ー
ク
は
６
月

中
旬
か
ら
８
月
の
お
盆
前
に
か
け
て
と
な

り
ま
す
。
（
文
責
：
熊
﨑
忠
） 

季
節
の
花 

ラ
ン
タ
ナ 

写真 ランタナの花 

端
根
付
い
て
し
ま
う
と
、
取
り
立
て
て
水

を
や
ら
な
く
て
も
育
ち
ま
す
。 

 

長
期
間
花
が
咲
き
続
け
る
の
で
春
と
秋

に
ゆ
っ
く
り
効
く
緩
効
性
の
化
成
肥
料
を

少
量
株
元
に
施
し
ま
す
。
肥
料
は
そ
の
程

度
で
十
分
で
す
。
植
え
付
け
た
あ
と
は

た
っ
ぷ
り
潅
水
し
ま
す
。
そ
の
後
も
、
土

の
表
面
が
乾
い
た
ら
水
を
与
え
ま
す
。
春

と
秋
は
、
水
の
量
を
少
し
控
え
る
く
ら
い

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
枝
が
茂
り
す
ぎ
た
場

合
、
生
育
期
間
中
な
ら
い
つ
で
も
剪
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
庭
植
え
に
し
た
も

の
は
、
冬
に
落
葉
す
る
の
で
、
茂
っ
た
枝

が
見
苦
し
い
場
合
は
株
元
か
ら
短
く
切
り

戻
す
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

（
文
責
：
山
内
高
弘
）  

◆
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
第
11
期
生
募
集 

◆
IT
食
農
先
導
士
第
７
期
生
募
集 


